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福井市内におけるキマダラカメムシの採集記録 
 

梅村信哉*1・利⽥悠真 2 
 

要旨：2019 年 10 ⽉に福井市内においてキマダラカメムシ 1 個体を採集した．これは本種の福井県内における初記

録である． 

キーワード：キマダラカメムシ，福井県，初記録   
Shinya UMEMURA*1, Haruma KAGATA2. 2020. A record of Erthesina fullo (Thunberg) from Fukui City, 

Fukui Prefecture. Ciconia (Bulletin of Fukui Nature Concervation Center) 23:39-40.  

A individual of Erthesina fullo (Thunberg) was collected from Fukui City, Fukui Prefecture on October 2019. This 

is the first record of this species in Fukui Prefecture. 
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キマダラカメムシErthesina fullo (Thunberg) は台湾，

中国，東洋区に分布する体⻑ 20〜23 ㎜の⼤型のカメ

ムシであり，現在⽇本で分布を拡⼤している外来種

である．国内では本州（神奈川県，千葉県，東京都，

埼⽟県，愛知県，岐⾩県，⽯川県，近畿・中国地⽅な

ど），四国（徳島県・愛媛県），九州で分布が確認され

ている（例えば⾼井・⽯川 2012；⼭⽥・⼭⻄ 2014；

平井 2015；渡部・⽯川 2015；中町・上野 2016；⼭

⽥・⼭⽥ 2016；奥⽥ 2017）．2019 年 10 ⽉に福井県

福井市内で本種が採集されたので，福井県内におけ

る本種の初記録として下記のとおり報告する． 

 

キマダラカメムシ Erthesina fullo (Thunberg) 

 1ex., 福井市新⽥塚町，Ⅹ-2019，利⽥悠真採集・梅

村信哉確認（図１） 

 

 筆者の⼀⼈，利⽥が⾃宅付近で本種の成⾍を採集

し，梅村の勤務する福井市⾃然史博物館に標本が届

けられた．標本は福井市⾃然史博物館が保管してい

る（FCMNH JI28668）．利⽥はこのほかにも 2019

年 7 ⽉ 29 ⽇に福井市新⽥塚の新⽥塚公園で本種の

幼⾍を採集している． 

 岡⼭県では，本種の分布拡⼤についての詳細なデ

ータが報告されている．それによると 2003 年に本種

が県北⻄部で初確認されたのち，2005 年に岡⼭市，

2006 年に倉吉市の市街地において記録された．これ

以降，爆発的ともいえるスピードで増殖，分布拡⼤

し，8 年後の 2011 年時点で，⼭間部の市街地を含む

県下の 10 市町で多数の記録が得られる状況となっ

たことが記載されている（奥島ほか 2012）．また，兵

庫県の事例では，2008 年に本種が初めて確認されて

以来 10 年間の分布拡⼤の様⼦がまとめられており，

これによれば，本種は兵庫県の瀬⼾内海側の市街地

やその周辺に広く分布を拡⼤しているものと推察さ

れている（植⽥ 2018）．さらに，⿃取県でも，2014

年に県⻄部で本種が確認されたのち，2015 年には県

東部で，2016 年には県中央部で，さらに 2018 年と

2019 年には県東部の⼭間部の市街地で確認され，本

種が分布拡⼤している様⼦が報告されている（野津

ほか 2014；松井 2015；⽥村 2016；⼤⽣ 2018，2019）．

本県においても，今後本種が分布を拡⼤していく可

能性があり，その動向に注視が必要である． 

 本稿の執筆にあたり，⽂献をご恵与いただいた⿃

取昆⾍同好会の⽥村昭夫⽒に御礼申し上げる．また，

本稿の投稿にあたって様々な便宜を図ってくださっ

た福井県⾃然保護センターの⼤宮正太郎⽒に御礼申

し上げる． 
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